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澁谷憲悟
一、日精は京都・要法寺の出身で、要法寺流の教義であるいわゆる造仏読誦論、
すなわち釈迦仏像を造立し、法華経一部八巻二十八品を全部読誦するという教義
を強く主張している。特に釈迦仏像は、実際に大石寺の末寺に安置されるに至っ
ている。日興上人が厳しく禁じられた釈迦仏像の造立・安置という大謗法を犯し
たわけであるが、このことを貴殿はどのように理解しているのか。
　ことは、謗法であるのか謗法ではないのか、という重大問題である。是非、貴
殿の認識を明言してほしい。
　もし謗法ではないと認識しているのならば、その理由を明示せよ。また、謗法
であると認識していながらの発言ならば、どうして日精を擁護するのか。行き詰
まりを打開するために、日精とともに除歴を覚悟しての一か八かの賭けなのか。
あるいは、それほどの覚悟もない迂闊な発言に過ぎないのか。




澁谷憲悟
一、因みに堀日亨上人の日精評価は次のように実に厳しい。
　日亨上人は日精について、「日精に至りては……遂に造仏読誦を始め全く当時
の要山流たらしめたり」とし、更に「日精の如きは私権の利用せらるる限りの末
寺に仏像を造立して富士の旧儀を破壊せる」とまで記されている。日精は、まさ
に要法寺の邪義、謗法を宗内に持ち込んだ張本人であるという認識である。
　これら、日亨上人の日精に対する厳しい認識と評価には、教義を守るべき法主
がとるはずの厳然たる姿勢が感じられるが、貴殿はどのように考えているか。




澁谷憲悟
一、また、日亨上人が「日俊已来此を撤廃して粛清に努めたる」と述べられてい
るように、日精の謗法は後の日俊法主になってから撤廃されていくわけである
が、この事実を貴殿はどのように思うのか。日精自身に謗法撤廃の意志がなかっ
たのではないか。あるいは、日精在任中には日精の圧力で謗法の撤廃ができない
状況が続いたからではないのか。










澁谷憲悟
一、また教学的には、二十六世日寛上人に至ってようやく日精導入の要法寺流邪
義を清算できたのではないのか。
　日亨上人は「日寛の出世に依りて富士の宗義は一層の鮮明を加へたるを以って
要山本末に不造不読の影響甚だしく通用に動揺を生ぜり」と言われている。日寛
上人が造仏読誦論を破折する「末法相応抄」を著すに至って、要法寺の影響は教
学的にも完全に払拭されたわけだが、この間、約四十年を要している。
貴殿は日精が宗門史に残した悪影響についてどのように考えているのか。
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澁谷憲悟
一、また、日精は、彼の謗法について信徒から糾弾された時に、造仏読誦論を正
当化する「随宜論」という書まで著している。貴殿が編纂した「富士年表」によ
ると、「随宜論」が著された寛永十年（一六三三年）は日精が登座した年の翌年
である。いわば法主としての最初の仕事として、臆面もなく造仏読誦論を展開
し、しかも、それをもって宗内を説得しようとしたのである。まさに確信犯と言
わざるを得ない。
　この「随宜論」について、まず、貴殿自身は同書をどのように評価しているの
か。因みに三十一世日因法主は、この「随宜論」の巻末に「精師御所存ハ当家実
義と大相違也」と筆を加えている。教義を守るべき法主としては当然の言である
と思うが、貴殿の所感はいかがなものか。いずれにしても貴殿自身の「随宜論」
評価を是非とも明確にしてほしい。
　また、法主が謗法を正当化する著作を著すということは、いかなる罪に当たる
のか。私には、「除歴」に相当する計り知れない大罪であると思われるが、貴殿
はどのように考えるか。また、仮にも現在、法主の座にいる者としてどう処置す
るつもりか。明確に答えてもらいたい。
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澁谷憲悟
一、平成二年以来、貴殿は時局協議会文書作成班一班（以下「時局班」と呼ぶ）
なるものに幾度も日精擁護の文書を繰り返し作らせてきた。平成三年九月、平成
五年二月、そして平成九年十一月と実に三回も機関紙誌に発表させている。日精
の謗法問題の釈明についての貴殿の異常なる執着ぶりは宗内にも広く知られてい
る。貴殿が日精に親近感を懐くあまり、歴代法主では考えられないほど突出して
日精を擁護しているとも喧伝されている。
　これについては、むしろ貴殿が日精をかばわざるを得ない理由があるとしか考
えられない。
　その一つは、日精の法主時代の謗法を認めれば、貴殿が言う法主絶対化が崩れ
るからであると思われるが、どうか。


